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1 自性院風信第109号

　
ご
法
事
の
塔
婆
で
、処
分
に
お
困
り
の

方
は
お
寺
で
お
預
か
り
し
て
処
分（
お
焚

き
上
げ
）致
し
ま
す
。尚
、檀
信
徒
の
方
用

に
置
き
場
も
設
け
ま
し
た
の

で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
冬
期
間
は
不
可
）

　
日
増
し
に
暖
か
く
な
り
始
め
嬉
し
い
好
時
節
と
成
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、当
山
の
三
月
恒
例
行
持「
彼
岸
会
、お
涅
槃
会
法
要
」を
厳
修
し
ま
す
。

感
染
症
も
大
分
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
の
で
、お
互
い
に
気
を
付
け
な
が
ら
檀
信

徒
の
皆
様
に
も
参
加
し
て
頂
き
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
命
の
繋
が
り
は
限
り
な
く
続
い
て
今
が
あ
り
ま
す
。そ

の
大
事
な
命
脈
の
ご
先
祖
様
を
ご
供
養
す
る
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。彼
岸
入
り

（
十
七
日
）中
日（
二
十
日
）終
彼
岸（
二
十
三
日
）の
三
日
間
法
要
が
営
ま
れ
ま
す
。

　
仏
教
徒
に
と
っ
て
三
仏
忌
は
最
も
大
切
な
行
持
で
す
。

　
こ
の
三
仏
忌
の
営
み
方
に
は
地
域
差
が
あ
り
ま
す
が
、県
内
で
は
月
遅
れ
で
そ

れ
ぞ
れ「
お
ね
は
ん
」と
呼
び
、特
に
丁
寧
に
修
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
自
性
院
で
も
代
々
涅
槃
会
法
要
は
当
山
御
開
山（
十
月
二
十
九
日
）　
二
十
八

世
道
圓
哲
宗
大
和
尚
様（
十
二
月
二
十
九
日
）　
先
代
二
十
九
世
重
興
大
英
道
雄

大
和
尚
様（
三
月
十
一
日
）の
命
日
に
合
わ
せ
三
月
二
十
九
日
に
厳
修
し
ま
す
。

　
今
年
も
近
隣
の
多
く
の
御
寺
院
様
随
喜
の
元
、涅
槃
会
・
開
山
忌
及
び
檀
信
徒

供
養
を
最
も
重
要
な
法
要
と
し
て
行
い
ま
す
の
で
、檀
信
徒
皆
様
の
御
参
列
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

彼
岸
会
・
お
涅
槃
会

お
涅
槃
会

　
古
く
か
ら
あ
る
自
性
院
什
物
の
大
権
修
理
菩
薩
様
と
達
磨
大
師
様
の
像
を
修
理

致
し
ま
す
。約
二
か
月
間
仏
具
屋
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
涅
槃
会
に
間
に
合
う
様

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

仏
像
改
修
始
ま
る

塔
婆
の
処
分

場所　本堂に向って左側のお墓に面した所

彼 

岸 

会
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令
和
七
年
法
事
年
回
表

五
十
回
忌

三
十
三
回
忌

二
十
七
回
忌

二
十
三
回
忌

十
七
回
忌

十
三
回
忌

七
回
忌

（
二
〇
一
九
年
）

百
回
忌

（
一
九
二
六
年
）

三
回
忌

一
周
忌

客殿大棟修繕工事完了のお知らせ客殿大棟修繕工事完了のお知らせ

令和六年七月より客殿（大広
間）棟の雨漏り修繕を行ない
皆様には色々と御不便をお掛
け致しましたが、九月に工事
が完了しました。（工事内容は
自性心108号に記載）
総額1,716万円（見積りより20
万軽減なる）宗教法人負担
1,000万円・護持会負担716
万円とし、護持会費より分割
で宗教法人から借入（立替）返
済することにしております。
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令和６年度 自性院行事下半期報告

 ４ 日(日)
11日（日）～ 15日（木）　お盆棚経
20日（火）

施食会

天王船越仏教会主催
灯籠流し

8月

15日(日)
28日（土）～ 29日（日）

29日（日）

自性院客殿大棟修繕工事（完了）

終活相談会（アトリオン）
祥雲寺百周年記念法要

9月

 ３ 日（木）～ 5 日（土）
 ８ 日(火)
22日（火）～ 25日（金）

28日（月）～ 29日（火）
　　　　　

　　　　  本堂入口玄関修理
現職研修（歓喜寺様）

天王中学校キャリアスタート

役員研修旅行（山形）

10月

 １ 日(金)
17日（日）
22日（金）

位牌堂消火ポンプ修理
万灯会
終活理事会（中央機工）

11月

 ８ 日(日)
31日（火）

成道会・梅花鈴納め
除夜の鐘

12月

1月  １日(水)
 ４日（金）
 ７日（火）～20日（月）　寒行

元朝祈祷
年始

2月  ２ 日(日)
21日（金）

13教区研修会
終活総会

施食会 天王船越仏教会主催　灯籠流し

万灯会

天王中学校キャリアスタート

成道会・梅花鈴納め 元朝祈祷

役員研修旅行（山形）

●訃報　当寺役員として、これまでの長い間自性院護持に積極的なご尽力を頂き、心より深謝
　　　　 申し上げご冥福をお祈り致します。
　　　　 役員・安田安範氏（享年85歳）　令和６年12月20日逝去（羽立）
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◆ 自性院・長沼禅苑定例会 ◆

［坐禅と写経の会］　グループでの坐禅会随時開催
　　　　　　　　毎月第2、第4日曜日（9時～ 11時）　 於  長沼禅苑
［梅　花　講］　毎月9日、18日（13時～ 15時）　　　於  自性院
　　　　　　　　毎月第1、第3火曜日（13時～15時）　於  長沼禅苑
［お  箏  教  室］　毎週土曜日（9時～ 10時半）　　　　　於  長沼禅苑

三
月

●
役
員
法
要
部
会

　
九
　

日
　
㈰
　
午
後
一
時
半
〜

●
春
彼
岸
会

　
十
　

七
　

日 
㈪
　
彼
岸
入
り
　

　
二
　

十
　

日 

㈭
　
中
彼
岸
　
　
　

　
二
十
三
日 

㈰
　
彼
岸
明
け

　
　
　 

・
百
万
遍
は
午
前
十
時
半
頃

　
　
　 

・
法
要
は
午
前
十
一
時
か
ら

　※

尚
、彼
岸
中
の
会
食
は

　
　
統
前
当
番
の
み
に
致
し
ま
す
。

●
涅
槃
会

　
　
二
十
九
日 

㈯

　
受
　
付
　
　
八
時
三
十
分
〜

　
法
　
要
　
　
午
前
十
一
時
よ
り

・
涅
槃
会

お
釈
迦
様
の
ご
入
滅
を
偲
び
、ご
供
養
す
る
三
仏
忌
の
ひ
と
つ
で
す
。

・
開
山
忌

当
院
御
開
山
さ
ま（
生
山
祖
長
大
和
尚
）

二
十
八
世
中
興
道
圓
哲
宗
大
和
尚
さ
ま

二
十
九
世
重
興
大
英
道
雄
大
和
尚
さ
ま
へ
の
報
恩
供
養
で
す
。

・
檀
信
徒
総
回
向

檀
信
徒
の
先
祖
代
々
と
亡
く
な
ら
れ
た
ご
家
族
の
ご
供
養
で
す
。

ご
参
列
の
上
、一
緒
に
ご
供
養
し
ま
し
ょ
う
。

※

法
要
参
列
者
は
、輪
袈
裟
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
下
さ
い
。

※

法
要
後
の
設
斎
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

●
花
ま
つ
り

　
四
月
八
日 

㈫
　
梅
花
講

●
役
員
会

　
　
四
月
二
十
六
日 

㈯
　
予
定

　
　
　
　
午
後
一
時
　
　
監
査
部
会

　
　
　
　
午
後
一
時
半
　
総
代
会

　
　
　
　
午
後
二
時
半
　
評
議
員
会

●
施
食
会

　
八
月
三
日 

㈰
　
午
前
十
一
時
　
予
定

施
食
会
で
は
、新
精
霊
を
特
別
に
ご
供
養
致
し
ま
す
。

今
年
、新
盆
を
迎
え
る
方
は
必
ず
ご
参
列
下
さ
い
。

近
く
な
り
ま
し
た
ら
、詳
細
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

四
月
以
降

ね
　
は 

ん
　
え

し
ょ
う
ざ
ん 

そ 

ち
ょ
う 

だ
い  

お  

し
ょ
う

三
月
十
七
日
㈪
か
ら
三
十
一
日
㈪
ま
で
の
月
命
日
の
読

経
は
お
休
み
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
尚
、ご

希
望
に
応
じ
て
読
経
に
上
が
り
ま
す
の
で
、ご
連
絡
下

さ
い
。

お
知
ら
せ

位
牌
堂
の
檀
信
徒
皆
様
の
各
御
位
牌
所
に
つ
い
て
、今

ま
で
は
山
内
も
し
く
は「
女
性
の
集
い
」有
志
で
掃
除
を

行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
諸
事
情
に
依
り
難
し
く
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
各
々
で
き
れ
い
に
し
て
頂
く
様
お
願
い
致
し

ま
す
。
又
、供
物
や
お
水
を
お
供
え
し
た
時
は
必
ず
仏
壇

の
扉
を
開
け
て
お
い
て
下
さ
る
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

位
牌
堂
仏
壇
に
つ
い
て
の
お
願
い


